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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 上端部に外周面との間に間隙部を形成するように筒体部が設けられた排水ソケットの前
記間隙部に、環状排水ジョイントの外環部を挿入嵌合させることで、外環部の外周面を筒
体部の内周面に密着させ、外環部内周に設けられた環状凸条部の外周を上方に変形させ密
着させると共に、内環部を便器の排水口外周面に当接させることにより便器の排水口と床
面排水口とを接続させてなる便器接続用排水ソケット。
【請求項２】
前記間隙部の下部に間隙部外部に向かって貫通孔を設けたことを特徴とする請求項１記載
の便器接続用排水ソケット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
便器排水口と床面排水口を接続するための、水密性・気密性の高い排水ジョイントを有す
る排水ソケットに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の排水ソケットは図５に示されるように、排水ソケット５１の上半部５２の外周に筒
体部５３が設けられ、該筒体部５３と、排水ソケット５１の上半部５２の外周面との間に
間隙部５４が形成されている。
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【０００３】
排水ジョイント５５は、図６に示す如く、外周面に凸条部５９が形成された外環部５７と
、内環部５８と、外環部５７と内環部５８とを連接する連接部６０とで構成されている。
この排水ジョイント５５は、排水ソケット５１の上半部２２の外周面との間に形成された
間隙部５４に、外環部５７を押し込むようにして嵌合装着させると共に、排水ソケット５
１の内部に配置された便器排水口６１の外周に内環部５８を当接させて、排水ソケット５
１の上半部５２と便器排水口６１との間に形成された隙間の上方を被覆するように装着さ
せることにより、便器の排水口６１と床面排水口６２とを接続させてなる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来の便器接続用排水ソケットは、排水ソケット内もしくは床面排水口内にて詰まりが生
じ排水ソケット内が加圧された場合、筒体部５３と排水ジョイント外環部５７の嵌合部分
において、外環部５７の外周面に形成された凸条部５９の屈曲方向と加圧方向とが順方向
となるため、排水ジョイント５５が変形しながら上方向へ持ち上げられるため、図８に示
すような空気又は水の流れＣが発生し、水密性、気密性が保てなくなる。
また、排水ソケット５１の上半部２２の外周面との間に形成された間隙部５４に、外環部
５７を挿入し嵌合装着させる場合、間隙部５４内の空気の出口がないため、外環部５７の
挿入がスムーズに行かないという問題があった。
【０００５】
【課題を解決するための手段・作用・効果】
上記課題を解決すべく本発明の請求項１に係る発明は、上端部に外周面との間に間隙部を
形成するように筒体部が設けられた排水ソケットの前記間隙部に、環状排水ジョイントの
外環部を挿入嵌合させることで、外環部の外周面を筒体部の内周面に密着させ、外環部内
周に設けられた環状凸条部の外周を上方に変形させ密着させると共に、内環部を便器の排
水口外周面に当接させることにより便器の排水口と床面排水口とを接続させてなる便器接
続用排水ソケットを特徴とする。このような構造とすることで、排水ソケット内が加圧さ
れた場合、加圧方向と環状突起部の屈曲方向とが逆方向であるため、加圧されればされる
ほど屈曲した凸条部は開こうとするため、水密・気密性はその性能を増すことになる。
【０００６】
請求項２記載の便器接続用の排水ソケットは、上端部に外周面との間に間隙部を形成する
ように筒体部が設けられた排水ソケットの前記間隙部に、環状排水ジョイントの外環部を
挿入嵌合させると共に、内環部を便器の排水口外周面に当接させることにより便器の排水
口と床面排水口とを連通させてなる排水ソケットにおいて、前記間隙部の下部に間隙部外
部に向かって貫通孔を設けた排水ジョイントを有する排水ソケットとする。
このような構造とすることで、排水ジョイントを間隙部に挿入する際、間隙部内の空気を
前記孔から外へ排出することができるので挿入力が軽くて済み、且つ確実に奥まで挿入す
ることができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
請求項１に係る本発明の実施の形態を図１に示す。
図１は本発明の便器接続用排水ソケットの構造全体を示す断面図、図２は本発明に係る排
水ジョイントを示す断面図、図３は便器接続用排水ソケットに排水ジョイントが挿入され
た状態を示しており、図４は排水ソケット内部加圧時の空気又は水の流れＣを示す図であ
る。
【０００８】
図１に示すように排水ソケット１は、排水ソケット１の上半部２の外周に筒体部３が設け
られ、該筒体部３と、上半部２の外周面との間に間隙部４が形成されている。
図２に示すように排水ジョイント５は、外環部７と、内環部８と、外環部７と内環部８と
を連接する連接部１２とからなる、ゴム材料により一体的に成形されている。
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また、外環部７の内周面には凸条部９が、ゴム材料により外環部７と一体的に成形されて
いる。
凸条部９は、外環部７内周に沿って上下２段に形成された環状形状体であり、外環部７か
ら垂直に突出する凸形状としている。
【０００９】
外環部７の外径は、前記筒体部３の内径と等しいか、それよりもわずかに小さくなるよう
に、また外環部７の厚み（凸条部９を含む厚み）は、間隙部４の幅よりも大きくなるよう
に設計されており、図３に示すように、外環部７を間隙部４内に押し込むことにより、外
環部７の外周面は筒体部３の内周面に密着し、外環部７内周に沿って上下２段に形成され
た環状凸条部９の外周は、上半部２の外周面を摺動することで上方に変形した状態で上半
部２の外周面に押圧され当接密着状態となっている。
【００１０】
この結果、凸状部９の外周と上半部２の外周面との当接部にて水密性、気密性が得られる
。しかも排水ジョイント５の外環部７においては伸張した状態で排水ソケットに装着され
ていないため引張応力は負荷されない。このため、外環部７の早期劣化が防止されるよう
になり、シール性が長期間にわたって良好なものとなる。
【００１１】
このように排水ジョイント５に形成される外環部７の凸条部９の形成位置を、外環部７の
内周面側に形成させることで、排水ソケット内もしくは床面排水口内にて詰まりが生じる
ことで排水ソケット内が加圧された場合でも、図４に示すように、凸条部９の屈曲方向と
加圧方向とが逆方向となるため、Ｃ方向からの加圧に対し加圧されればされるほど屈曲し
た凸条部９は開こうとするため上半部２の外周面側に更に押圧されて、より一層上半部２
の外周面側に密着することとなり嵌合部の水密性、気密性を強めることになる。
【００１２】
また、排水ジョイント５の内環部８は、その中心開口に便器の排水口１０が挿入された状
態で、内環部８の内周縁が便器の排水口１０の外周面に当接密着され、水密的かつ気密的
に接している。
よって水密性、気密性の高い排水ソケットを得ることができる。
【００１３】
本発明では排水ジョイント５をゴム材料で構成しているが、軟質塩化ビニル、熱可塑性エ
ラストマーなどの変形可能で且つ水密性・気密性が確保可能な材料であれば特に限定しな
い。
また、本発明では凸条部９の形状を、外環部７内周に沿って上下２段の環状の凸条部とし
て形成しているが、１段でもよく、最上段を環状としてあればよい。
段数及び凸条部の形状に関しても、水密性、気密性が確保可能形状であれば特に限定しな
いが、環状の凸条部を複数段形成した方が好ましい。
環状の凸条部を複数段形成することにより、多量の圧力が加わった場合に上段の凸条部か
ら順に変形していくため、最下段に与える変形の影響が少なく、水密性、気密性の確保が
できる。
【００１４】
排水ジョイント５は、排水ソケット１の上半部２の外周面との間に形成された間隙部４に
、外環部７を押し込むようにして嵌合装着させると共に、排水ソケット１の内部に配置さ
れた便器排水口１０の外周に当接密着させると共に、排水ソケット１の上方を被覆するよ
うに装着させることにより、便器の排水口１０と床面排水口１１とを接続させてなる。
【００１５】
次に、請求項２に係る本発明の実施の形態を下記に示す。
本発明は、請求項１と同様の排水ソケット構成であるが、図３に示すように、排水ソケッ
ト１に形成された間隙部４の下端部の筒体部３下周面に、間隙部４から排水ソケット１外
へ貫通する貫通孔６を１箇形成させている。
貫通孔６は最下段の凸条部９よりも下方に位置しており、排水ソケット１の水密性、気密
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貫通孔６の配置については、間隙部４に挿入された凸条部の最下段の下方であれば筒体部
３下周面に限定されない。
【００１６】
貫通孔６を形成することにより、排水ジョイント５を挿入嵌合する際に間隙部４の中の空
気が貫通孔６より排出されるので、間隙部４内の空気を圧縮することなく、軽い挿入力で
確実に奥まで挿入することができる。
貫通孔６は１箇以上であればよく、孔の大きさ、配設箇所についても本実施例に限定され
るものではない。
【００１７】
【発明の効果】
以上、本発明に係る排水ソケットの提供により、水密性、気密性の高い優れた性能を有す
る、床面排水口と便器排水口との接続が可能となる。
また、排水ソケットの取り付け作業、延いては便器取り付け作業の作業性向上が図れる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る便器接続用排水ソケットの構造を示す断面図である。
【図２】本発明に係る排水ジョイントを示す断面図である。
【図３】図１のＡ部拡大図である。
【図４】図３における排水ソケット内部加圧時の空気又は水の流れを示す図である。
【図５】従来の便器接続用排水ソケットの構造を示す断面図である。。
【図６】従来の排水ジョイントを示す断面図である。
【図７】図５のＢ部拡大図である。
【図８】図７における排水ソケット内部加圧時の空気又は水の流れを示す図である。
【符号の説明】
１…排水ソケット
２…上半部
３…筒体部
４…間隙部
５…排水ジョイント
６…貫通孔
７…外環部
８…内環部
９…凸条部
１０…便器排水口
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